
 

入所施設サービス利用料金(日額) 令和 6 年８月以降 

・介護サービス利用料(要介護度や居室種類により金額が変わります。) 

 個室利用の場合 3 人・4 人部屋の場合 

 要介護 1 要介護 2 要介護 3 要介護 4 要介護 5 要介護 1 要介護 2 要介護 3 要介護 4 要介護 5 

1 割

負担 
824 円 902 円 970 円 1,030 円 1,0８７円 911 円 ９90 円 1,060 円 1,121 円 1,176 円 

2 割

負担 
1,647 円 1,804 円 1,940 円 2,059 円 2,174 円 1,821 円 1,980 円 2,120 円 2,241 円 2,352 円 

3 割

負担 
2,471 円 2,706 円 2,910 円 3,088 円 3,261 円 2,731 円 2,969 円 3,179 円 3,361 円 3,527 円 

 利用料 30 日 利用料 30 日 

1 割

負担 
約 24,720 円 約 27,060 円 約 29,100 円 約 30,900 円 約 32,610 円 約 27,330 円 約 29,700 円 約 31,800 円 約 33,630 円 約 35,280 円 

2 割

負担 
約 49,410 円 約 54,120 円 約 58,200 円 約 61,770 円 約 65,220 円 約 54,630 円 約 59,400 円 約 63,600 円 約 67,230 円 約 70,560 円 

3 割

負担 
約 74,130 円 約 81,180 円 約 87,300 円 約 92,640 円 約 97,830 円 約 81,930 円 約 89,070 円 約 95,370 円 約 100,830 円 約 105,810 円 

※在宅復帰・在宅療養支援等の指標である 10 の項目について一定の値に達した場合、在宅復帰・在宅療養

支援加算Ⅱとして上記の金額に約 54 円(１割)・約 107 円(２割)・約１６０円(３割)が加算されます。 

・おむつ代は含まれています。 

・外泊された場合には、1 日につき上記施設サービス費に代えて約３７９円(１割) 又は約７５７円(２割)又

は約１，１３５円(３割)となります。外泊時に当施設の在宅サービスをご利用された場合、外泊時の金額に

代えて約８３６円(１割) 又は、約１，６７２円(２割)又は約２，５０８円(３割)となります。 

◎介護サービス利用料(各種加算がつく場合があります。)  

【上記以外の介護保険法で定める算定項目(加算含)】 

①入所後 30 日間に限って、初期加算として上記施設サービス費に１日につき約３２円(１割)又は約６３円(２割)

又は約９４円(３割)加算されます。また、急性期の医療機関より入所受入れを行う等一定の基準を満たした場合

は、上記に変わり１日につき約６３円(１割)又は約１２６円(２割)又は約１８９円(３割)が加算されます。 

②栄養士、管理栄養士の配置基準を満たし、ご利用者の栄養管理を計画的に行った場合１日につき約１２円

(１割)又は約２３円(２割)又は約３５円(３割)加算されます。 

※上記が実施できていない場合１日につき、約１５円(１割)又は約３０円(２割)又は約４４円(３割)減算さ

れます。 

③現在、経管栄養により食事を摂取されている利用者毎に経口による食事摂取を進めるための経口移行計画

を作成し管理栄養士又は栄養士が行う栄養管理及び言語聴覚士又は看護師による支援が行われた場合、１

日につき約３０円(１割)又は約５９円(２割)又は約８８円(３割)加算されます。 

④現在、経口摂取されているが摂食機能障害により誤嚥が認められる利用者に対し 医師又は歯科医師の指

示に基づき各職種が共同して栄養管理をするための食事の観察及び会議等を行い、経口による継続的な食

事の摂取を進めるための、経口維持計画を作成したうえで、計画に従い特別な管理を行った場合１月につ



 

き約４１８円(１割)又は約８３６円(２割)又は約１，２５４円(３割)加算されます。なお、食事の観察や会

議等に医師、歯科医師、歯科衛生士又は言語聴覚士が加わった場合は約４１８円(１割) )又は約８３６円(２

割)又は約１，２５４円(３割)に約１０５円(１割)又は約２０９円(２割)又は約３１４円(３割)が加算されま

す。 

⑤歯科医師の指示を受けた歯科衛生士が、利用者に対して口腔ケアを月２回以上行った場合、１月につき約

９４円(１割) )又は約１８８円(２割)又は約２８２円(３割)加算されます。また、上記の要件に加え、口腔

衛生等の管理に係る計画の内容等の情報を厚生労働省に提出しフィードバックを受け口腔衛生等の管理を

行った場合は、１月につき約１１５円(１割) )又は約２３０円(２割)又は約３４５円(３割)加算されます。 

⑥医師の指示により糖尿病食や腎臓食などを提供した場合、療養食加算として1 日３(食)回を限度とし１(食)

回につき約７円(１割) )又は約１３円(２割)又は約１９円(３割)加算されます。 

⓻療養食が必要又は低栄養状態と医師が判断した利用者に対し、退所先の居宅や医療機関等に管理栄養士が

栄養管理に対する情報提供を行った場合、1 回につき約７４円(１割) )又は約１４７円(２割)又は約２２０

円(３割)が加算されます。 

⓼ご利用者の自立支援・重度化防止に向けてリハビリテーション実施計画の内容等の情報を厚生労働省へ提

出し評価を受け、その評価をもとにご利用者に適切なリハビリテーションの提供を行った場合、１月につ

き約３５円(１割) )又は約６９円(２割)又は約１０４円(３割)加算されます。 

また上記に加え口腔衛生管理加算Ⅱ、栄養マネジメント強化加算の算定をしている場合、１月につき約５

６円(１割) )又は約１１１円(２割)又は約１６６円(３割)の加算に変わります。 

⑨医師又は医師の指示を受けた理学療法士・作業療法士又は言語聴覚士が、入所日から３ヶ月以内の期間に

集中的に個別リハビリテーションを行った場合は、短期集中リハビリテーション実施加算として１日につ

き約２０９円(１割) )又は約４１８円(２割)又は約６２７円(３割)が加算されます。また、入所時と月 1 回

以上の身体状況の評価結果等の情報を厚生労働省に提出し必要に応じて計画の見直しを行っている場合、

上記に代わり１日につき約２７０円(１割) )又は約５４０円(２割)又は約８０９円(３割)が加算されます。 

⑩認知症の利用者に対し、入所後３ヶ月以内に在宅復帰に向けた生活機能の回復を目的として理学療法士・

作業療法士又は言語聴覚士が短期集中的に個別リハビリテーションを実施した場合は１日につき約１２６

円(１割) )又は約２５１円(２割) 又は約３７７円(３割)が加算されます。 

また、上記に加えて、退所後に生活される居宅などを訪問しリハビリテーション計画書の作成を行った場

合、上記に代わり１日につき約２５１円(１割) )又は約５０２円(２割) 又は約７５３円(３割)が加算されま

す。 

⑪若年性認知症の利用者を受け入れ介護サービスを提供した場合、１日につき約１２５円(１割) )又は約２５

１円(２割)又は約３７７円(３割)加算されます。 

⑫当施設が介護保険法で定める一定の加算要件を満たし認知症ケアに関する専門研修を終了した者が介護サ

ービスを提供した場合、１日につき約３円(１割) )又は約６円(２割)又は約９円(３割)、上記に加え介護士、

看護師毎等に対し認知症ケアに関する研修計画を作成、実施した場合は約４円(１割) )又は約８円(２割)又

は約１３円(３割)が加算されます。 

⑬医師が認知症の行動や心理症状が認められるため、在宅での生活が困難であり緊急に入所サービスが必要

と判断した利用者に対して受け入れを行った場合、入所日から７日を限度として１日につき約２０９円(１

割) )又は約４１８円(２割)又は約６２７円(３割)加算されます。 

⑭医師の診断に基づき、本人又は家族の同意を得てターミナルケアに係る計画を作成し実施した場合、算定

要件(他界されるまでの日数の段階)により１日につき、 

約７６円又は約１６８円又は約９５１円又は約１，９８６円(１割) ) 



 

約１５１円又は約３３５円又は約１，９０２円又は約３，９７１円(２割) 

約２２６円又は約５０２円又は約２，８５３円又は約５，９５７円(３割)が加算されます。 

⑮夜勤の職員配置について、夜間の介護サービスの質の向上及び職員負担の軽減を図るため、基準を上回る

配置を行っている場合、１日につき約２５円(１割) )又は約５０円(２割)又は約７５円(３割)加算されます。 

⑯当施設の介護職員において、介護福祉士の有資格者を雇用している場合又は一定期間以上の勤続年数を有

する職員を一定割合以上雇用している場合、その割合(Ⅰ～Ⅲ)応じて、１日につき 

Ⅰ.約２３円又はⅡ.約１９円又はⅢ.約７円(１割) 

Ⅰ.約４６円又はⅡ.約３８円又はⅢ.約１３円(２割) 

Ⅰ.約６９円又はⅡ.約５７円又はⅢ.約１９円 (３割)、が加算されます。 

ただし上記いずれかひとつの加算になります。 

⑰利用者の容体が急変した場合等、緊急時に所定の対応を行なった場合は､１回につき約５４２円(１割)又は

約１，０８３円(２割)又は約１，６２４円(３割)加算されます｡ 

⑱利用者が肺炎、尿路感染症、帯状疱疹、蜂窩織炎、慢性心不全を発症し、投薬、検査、注射、処置などを

行った場合、国の定める基準により所定疾患施設療法費として１回につき約２５０円(１割)又は約５００

円(２割)又は約７５０円 (３割)が加算されます。 

※上記の条件に加え、施設医が感染症対策に関する研修を受講している場合、約５０２円(１割)又は約１，

００４円(２割)又は約１，５０５円(３割)が加算となります。 

⑲多種類の薬を投薬されている利用者の処方方針を介護老人保健施設の医師とかかりつけ医が事前に相談す

ることで、その処方方針に従って減薬することが出来た場合、その算定要件により退所時にⅠ～Ⅲの加算

となります(1 回を限度)。 

Ⅰ(イ).約１４７円(１割)又は約２９３円(２割)又は約４３９円(３割)が加算されます。 

Ⅰ(ロ) 約７４円(１割)又は約１４７円(２割)又は約２２０円(３割)が加算されます。 

Ⅱ.約２５１円(１割)又は約５０２円(２割)又は約７５３円(３割)が加算されます。 

Ⅲ.約１０５円(１割)又は約２０９円(２割)又は約３１４円(３割)が加算されます。 

⑳利用者ごとに褥瘡の発生する危険性等を評価し褥瘡ケア計画を作成する等、継続的に褥瘡管理を行った場

合、月に１回を限度として約４円(１割)又は約７円(２割)又は約１０円(３割)が加算されます。またその評

価の結果、褥瘡の発生する危険性が高いご利用者等について褥瘡の発生が見られなかった場合は上記の加

算に代わり月に１回を限度として約１４円(１割)又は約２７円(２割)又は約４１円(３割)が加算されます。 

㉑排泄に介護を要する利用者に対し、適切な対応を行うことにより排泄にかかる要介護状態を軽減できると

医師等が判断し、多職種が協働して支援計画を作成し継続して評価した場合、１月につき約１１円(1 割)

又は約２１円(２割)又は約３２円(３割)加算されます(但し支援を開始してから６月以内)。また排尿、排便

の状態に改善が見られる場合は、その改善状況により１月につき約１６円(1 割)又は約３２円(２割)又は約

４７円(３割)又は１月につき約２１円(1 割)又は約４２円(２割)又は約６３円(３割)が加算されます。※評

価結果等について厚生労働省への情報提供が前提となります。 

㉒利用者が医療機関に入院され嚥下が困難になる等、施設入所時より大きく異なる栄養管理が必要となった

場合、当施設の管理栄養士が当該医療機関の管理栄養士と連携して、再入所後の栄養管理等の調整を行っ

た場合、入所時 1 回に限り約２０９円(１割)又は約４１８円(２割)又は約６２７円(３割)が加算されます。 

㉓施設医師が医学的評価と定期的な見直しのもと、多職種が共同して自立支援に係る計画を策定し、ケアを

行った場合、1 月につき約３１４円(１割)又は約６２７円(２割)又は約９４１円(３割)加算されます。医学

的評価の結果について厚生労働省への提出が前提となります。 

㉔施設内で対応可能な医療の範囲を超えた場合に、協力医療機関との連携の下でより適切な対応を行う体制



 

を確保するために、情報の共有等を行った場合、令和 6 年度は 1 月につき約１０５円(１割)又は約２０９

円(２割)又は約３１４円(３割)が加算されます。令和7年度は1月につき約５３円(１割)又は約１０５円(２

割)又は約１５７円(３割)が加算されます。算定に係る上記の要件を満たさない場合は1月につき約６円(１

割)又は約１１円(２割)又は約１６円(３割)が加算されます。 

㉕事故発生の防止と発生時の適切な対応ができるように安全対策担当者を定め事故発生防止のための様々な

措置を行っている場合、入所時 1 回に限り約２１円(１割)又は約４２円(２割)又は約６３円(３割)が加算さ

れます。※上記の措置がとれていない場合、１日あたり約６円(１割)、約１１円(２割)、約１６円(3 割)の

減算となります。 

㉖介護ロボットや ICT 等のテクノロジーを導入、活用し、利用者の安全並びに介護サービスの質の確保や職

員の負担軽減を図っている場合、その要件に応じて 1 月につき約１０５円又は約１１円(１割)・約２０９

円又は約２１円(２割)・約３１４円又は約３２円(３割)が加算されます。 

㉗介護サービスの質の評価、向上を図るために、ご利用者毎の心身状況等に係る基本情報を厚生労働省に提

出した場合、1 月につき約４２円(１割)又は約８４円(２割)又は約１２６円(３割)加算されます。また上記

に加え疾病の状況や服薬情報等も提出した場合、1 月につき約６３円(１割)又は約１２６円(２割)又は約１

８９円(３割)加算されます。 

㉘施設内で感染者が発生した場合に、感染者の対応を行う医療機関との連携の上、施設内で感染者の療養を

行う事や他のご利用者への感染拡大の防止を図った場合、一定の要件に応じて 1 月につき約１１円又は約

６円(１割)・約２１円又は約１１円(２割)・約３２円又は約１６円(３割)が加算されます。 

㉙ご利用者が厚生労働大臣の定める感染症に感染した場合、診療や入院が可能な医療機関を確保し、かつ、

感染したご利用者に対し適切な感染対策を行った上で介護サービスを行った場合、１月に１回、連続して

５日を限度して１回、約２５１円(１割)・約５０２円(２割)・約７５３円(３割)が加算されます。 

㉚施設入所前から計画的な支援を行った場合や施設退所時に諸指導を行った場合、加算がつきます。 

 ・入所前後訪問指導加算：471 円(1 割)、941 円(2 割)、1,411 円(3 割)又は 502 円(1 割)、1,004 円

(2 割)、1,505 円(3 割) 

※自然災害や感染症の発生時に継続的にサービスを提供できるような体制をまとめた業務継続計画が未策定

の場合は、施設サービス費(所定単位数)の 100 分の 3 に相当する単位数を所定単位数より減算します。 

※身体拘束に関して厚生労働大臣が定める基準を満たさない場合、身体拘束廃止未実施減算として施設サー

ビス費(所定単位数)の 100 分の 3 に相当する単位数を所定単位数より減算します。 

※虐待の発生又はその再発を防止するための措置が取れていない場合は、施設サービス費(所定単位数)の

100 分の 10 に相当する単位数を所定単位数より減算します。 

 

※介護職員の処遇改善を目的として「基本サービス費に各種加算を加えた総単位数」×「各サービス別の適

合状況に定められた加算率」の金額が加算されます。 

 

＊ご退所時に各種加算がつく場合があります。 

 ・試行的退所時指導加算：418 円(1 割)、836 円(2 割)、1,254 円(3 割) 

 ・退所時情報提供加算：523 円(1 割)、1,045 円(2 割)、1,568 円(3 割)：在宅の場合 

            ２６２円(１割)、５２３円(２割)、約７８４円(３割)：医療機関の場合 

 ・入退所前連携加算Ⅰ：418 円(1 割)、836 円(2 割)、1,254 円(3 割) 

  入退所前連携加算Ⅱ：627 円(1 割)、1,254 円(2 割)、1,881 円(3 割) 

 ・訪問看護指示加算：314 円(1 割)、627 円(2 割)、941 円(3 割) 



 

・ 介護保険給付外施設利用料(利用者自己負担分) 

 利用料金１日 利用料金３０日 備  考 

①居 住 費 

(個室の場合) 

2,000 円 60,000 円 利用者負担段階第 4 段階の方 

1,370 円 41,100 円 利用者負担段階第 3 段階②の方 

1,370 円 41,100 円 利用者負担段階第 3 段階①の方 

550 円 16,500 円 利用者負担段階第 2 段階の方 

550 円 16,500 円 利用者負担段階第 1 段階の方 

①居 住 費 

(3 人・４人部屋の場合) 

600 円 18,000 円 利用者負担段階第 4 段階の方 

430 円 12,900 円 利用者負担段階第 3 段階②の方 

430 円 12,900 円 利用者負担段階第 3 段階①の方 

430 円 12,900 円 利用者負担段階第 2 段階の方 

0 円 0 円 利用者負担段階第 1 段階の方 

 

 

②食費  朝４２０円 

     昼６７０円 

     夕５７０円 

(3 食)1,660 円 49,800 円 利用者負担段階第 4 段階の方 

上限 1,360 円 40,800 円 利用者負担段階第 3 段階②の方 

上限 650 円 19,500 円 利用者負担段階第 3 段階①の方 

上限 390 円 11,700 円 利用者負担段階第 2 段階の方 

上限 300 円 9,000 円 利用者負担段階第 1 段階の方 

※居住費・食費につきましては、ご利用者世帯の所得などに応じて負担軽減の制度があります。 

 ただし、それぞれお住まいの市区町村への申請が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※上記、利用料金につきましては目安ですので若干の変更がある場合があります。ご了承下さい。 

 

介護老人保健施設じゅんぷう 

 

項 目 利用料金１日 利用料金３０日 備  考 

特別な室料(個室代) ２，０００円（+税） ６０，０００円（+税） 個室をご利用の場合 

日用品費 １００円 ３，０００円  

教養娯楽費 １００円 ３，０００円  

おやつ代 50 円 １，５００円  

理容代   実費 

電気使用料 ５０円 １，５００円 個別に電源を使用の場合 

健康管理費   実費 

文書料   1,000 円（+税）／1 枚 

健康診断書等作成料金   

３，０００円（+税）／１枚 

※血液検査等が必要な場合は検査費用とし別途

１，５00（+税）円が必要となります。 

個人で必要な物品   実費 


